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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第80期

第３四半期累計期間
第81期

第３四半期累計期間
第80期

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日

自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日

自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日

売上高 (千円) 3,315,798 3,664,947 4,419,554

経常利益 (千円) 298,464 407,300 354,385

四半期(当期)純利益 (千円) 215,133 284,318 33,581

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 921,100 921,100 921,100

発行済株式総数 (株) 6,710,000 6,710,000 6,710,000

純資産額 (千円) 3,777,181 3,575,474 3,467,542

総資産額 (千円) 6,406,592 6,644,024 6,461,401

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 35.45 48.45 5.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 12.00 14.00 26.00

自己資本比率 (％) 59.0 53.8 53.7
 

 

回次
第80期

第３四半期会計期間
第81期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.08 5.84
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間（平成29年10月１日～平成30年６月30日）は、当社のコア技術を生かし、シース熱電対・

ヒーター・信号ケーブル等の製品を、火力発電、半導体製造装置やＦＰＤ製造装置及び各種プラント等広範囲にわ

たり拡販すること、並びに電磁ポンプを軸とする各種溶融金属機器の充実を図ることに注力してまいりました。

　この結果、売上高は36億６千４百万円（前年同四半期比10.5％増）、営業利益は４億１百万円（前年同四半期比

36.4％増）、経常利益は４億７百万円（前年同四半期比36.5％増）、四半期純利益は２億８千４百万円（前年同期

比32.2％増）と増収増益となりました。

　セグメント別の概況は、次のとおりであります。

　エネルギー関連事業につきましては、韓国向けＦＢＲ関連製品や国内のシビアアクシデント対策関連製品等はあ

りましたが、火力発電向け製品が低調に推移いたしました。その結果、売上高は12億３千３百万円（前年同四半期

比4.8％減）、セグメント利益（営業利益）２億３千万円（前年同四半期比6.9％増）となりました。

　産業システム関連事業につきましては、４月以降、半導体製造装置関連製品及びＦＰＤ製造装置関連製品の一部

において在庫調整等の動きがみられたものの、全体的には順調に推移したことにより、売上高は22億９千２百万円

（前年同四半期比22.4％増）、セグメント利益は（営業利益）４億３百万円（前年同四半期比12.3％増）となりま

した。

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　総資産は、前事業年度末に比べ１億８千２百万円増加し、66億４千４百万円となりました。これは主に受取手形

及び売掛金が減少したものの、現金及び預金が増加したことによるものであります。

（負債）

　負債は、前事業年度末に比べ７千４百万円増加し、30億６千８百万円となりました。これは主に、電子記録債務

等の仕入債務が増加したことによるものであります。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べ１億７百万円増加し、35億７千５百万円となりました。これは主に、配当金の支

払があったものの、四半期純利益を計上したことによるものであります。

 
(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更はありません。

 
(4）事業上及び財務上対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。
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(5）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は７千万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,800,000

計 16,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,710,000 6,710,000
東京証券取引所
JASDAQ(スタンダード)

単元株式数は
100株で
あります。

計 6,710,000 6,710,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 6,710 ― 921,100 ― 1,164,236
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式)
普通株式　841,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式5,865,100 58,651 ―

単元未満株式 普通株式   3,500 ― ―

発行済株式総数 6,710,000 ― ―

総株主の議決権 ― 58,651 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
助川電気工業株式会社

茨城県日立市滑川本町
３丁目19番５号

841,400 ─ 841,400 12.53

計 ― 841,400 ─ 841,400 12.53
 

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成30年４月１日から平成30年

６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、興亜監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 829,702 1,208,727

  受取手形及び売掛金 ※1  1,790,684 ※1  1,545,474

  電子記録債権 263,072 325,304

  商品及び製品 182,043 205,309

  仕掛品 337,290 333,995

  原材料及び貯蔵品 371,819 441,765

  その他 91,649 43,989

  貸倒引当金 △1,579 ―

  流動資産合計 3,864,684 4,104,567

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 627,679 600,560

   土地 854,844 854,844

   その他（純額） 297,502 283,193

   有形固定資産合計 1,780,026 1,738,597

  無形固定資産 37,216 36,844

  投資その他の資産   

   その他 779,474 764,015

   投資その他の資産合計 779,474 764,015

  固定資産合計 2,596,717 2,539,457

 資産合計 6,461,401 6,644,024

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 492,815 513,542

  電子記録債務 130,957 239,324

  短期借入金 840,000 700,000

  賞与引当金 75,582 19,242

  その他 399,406 417,887

  流動負債合計 1,938,761 1,889,995

 固定負債   

  社債 400,000 600,000

  長期借入金 48,716 28,390

  退職給付引当金 236,732 211,528

  役員退職慰労引当金 351,687 327,086

  その他 17,962 11,549

  固定負債合計 1,055,097 1,178,554

 負債合計 2,993,859 3,068,549
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 921,100 921,100

  資本剰余金 1,164,309 1,164,309

  利益剰余金 1,835,723 1,955,722

  自己株式 △510,578 △510,623

  株主資本合計 3,410,554 3,530,508

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 56,988 44,966

  評価・換算差額等合計 56,988 44,966

 純資産合計 3,467,542 3,575,474

負債純資産合計 6,461,401 6,644,024
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,315,798 3,664,947

売上原価 2,420,082 2,703,112

売上総利益 895,715 961,835

販売費及び一般管理費 601,472 560,482

営業利益 294,243 401,352

営業外収益   

 受取利息 2,971 2,476

 受取配当金 5,428 6,577

 投資有価証券売却益 ― 6,593

 その他 7,719 9,376

 営業外収益合計 16,120 25,023

営業外費用   

 支払利息 8,656 9,502

 社債発行費 ― 7,900

 その他 3,242 1,672

 営業外費用合計 11,898 19,075

経常利益 298,464 407,300

税引前四半期純利益 298,464 407,300

法人税、住民税及び事業税 46,279 84,633

法人税等調整額 37,051 38,349

法人税等合計 83,331 122,982

四半期純利益 215,133 284,318
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

 
※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日として決済が行

われたものとして処理しております。

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 22,394千円 17,631千円
 

　

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 128,281千円 131,445千円
 

　

 
(株主資本等関係)

　

前第３四半期累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月21日
定時株主総会

普通株式 66,745 11 平成28年９月30日 平成28年12月22日 利益剰余金

平成29年５月９日
取締役会

普通株式 72,813 12 平成29年３月31日 平成29年６月９日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月21日
定時株主総会

普通株式 82,160 14 平成29年９月30日 平成29年12月22日 利益剰余金

平成30年５月９日
取締役会

普通株式 82,159 14 平成30年３月31日 平成30年６月８日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３エネルギー

関連事業
産業システ
ム関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,296,029 1,872,107 3,168,137 147,661 3,315,798 ― 3,315,798

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,296,029 1,872,107 3,168,137 147,661 3,315,798 ― 3,315,798

セグメント利益 215,699 359,289 574,988 11,413 586,401 △292,158 294,243
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。

２　セグメント利益の調整額△292,158千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３エネルギー

関連事業
産業システ
ム関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,233,491 2,292,284 3,525,776 139,171 3,664,947 ― 3,664,947

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,233,491 2,292,284 3,525,776 139,171 3,664,947 ― 3,664,947

セグメント利益 230,555 403,410 633,965 9,097 643,063 △241,710 401,352
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。

２　セグメント利益の調整額△241,710千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 35円45銭 48円45銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 215,133 284,318

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 215,133 284,318

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,067,787 5,868,565
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

第81期（平成29年10月１日から平成30年９月30日まで）中間配当については、平成30年５月９日開催の取締役会に

おいて、平成30年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額 82,159千円

②　１株当たりの金額 14円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年６月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月９日

助川電気工業株式会社

取締役会 御中

興亜監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　柿　　原　　　佳　　孝　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　芝　　　　　　康　　治　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている助川電気工業株

式会社の平成29年10月１日から平成30年９月30日までの第81期事業年度の第３四半期会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、助川電気工業株式会社の平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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